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基本計画の骨子 ま
ち
の
文
化
遺
産
を
守
り
、
活
か
す
た
め
に

「
史し

跡せ
き

鳥と
っ
と
り取
城

じ
ょ
う
せ
き跡
附

つ
け
た
り

太た
い
こ
う閤
ケが

平な
る

保
存
整
備
基
本
計
画
（
案
）
」

　

本
市
で
は
、
史
跡
鳥
取
城
跡
の

歴
史
的
価
値
を
保
存
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
・

中
心
市
街
地
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
滞
在
型
の
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

大
半
が
史
跡
指
定
範
囲
と
な
っ

て
い
る
久
松
山
に
は
、
戦
国
時
代

ま
で
に
築
か
れ
た
中
世
城
郭
群
と
、

江
戸
時
代
に
藩
主
の
居
城
と
な
っ

た
近
世
城
郭
が
重
層
的
に
築
か
れ

て
お
り
、
ひ
と
つ
の
史
跡
で
城
郭

変
遷
の
歴
史
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
造
営

さ
れ
た
城
下
町
は
、
地
域
の
文
化

的
・
経
済
的
中
心
地
と
し
て
繁
栄

し
、
現
在
の
中
心
市
街
地
の
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に

入
り
、
城
郭
と
し
て
の
機
能
を
失

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
後
も
中
心

市
街
地
か
ら
見
え
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
、
ま
た
都
市
に
隣
接
す

る
豊
か
な
自
然
と
し
て
、
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
昭
和
32
年
の
史
跡
指
定

以
来
、
鳥
取
の
歴
史
に
深
い
関
わ
り

を
も
つ
鳥
取
城
跡
の
保
存
管
理
に
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　 （0857）20-3367　  （0857）21-1594
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お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

ご意見のあて先は
こちらです

と　き　1月 14日（土）
　　　　午後 1時 30分～ 4時 30分
ところ　鳥取県民文化会館　第１会議室
内　容　 ▼東北芸術工科大学教授・田

た な か

中哲
てつ お

雄さんによる基調講演
　　　　 ▼史跡鳥取城・保存整備基本計画の概要説明
　　　　 ▼基本計画検討委員によるパネルディスカッション
定　員　190人
　　　　 ※参加自由です。ご来場をお待ちしています。

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
都
市

環
境
・
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り「
ま

ち
の
宝
」
で
あ
る
鳥
取
城
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
な
保
存
整

備
計
画
の
立
案
が
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平

成
16
年
度
か
ら
、
史
跡
整
備
・
歴
史
・

景
観
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
学
識
経
験
者
と
市
民
か
ら

な
る
「
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」
で

検
討
を
重
ね
、
こ
の
た
び
計
画
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

1. 近世の鳥取城
だけでなく、中世
の城郭跡・陣跡や
自然環境も含め
た、史跡の総合的な保存・整備をめざします。
2. 市民の憩いの場として、また来訪者に史跡の価
値を伝える場としてふさわしい整備を行います。
また、それにより、滞在型の観光資源としての価
値を高めます。
3. 城下町を視野に入れ、歴史的景観を醸し出すよ
うな整備をめざします。
4. 史跡の特性を活かした保存と活用を進めます。
5. 近世鳥取城跡については、建造物、郭、石垣、
道筋などを視野に入れ、幕末期の全体像への復元
的整備を行います。

　 ▼建造物・石垣など、復元にあたっては、根拠
　　が得られたものから検討します。

　 ▼城郭としての全体構造を復元するため、堀端・
　　大手筋より整備に着手します。

　 ▼二の丸の櫓群およびその他の建造物について
　　も、調査・検討を続けます。
6. 既存施設については、移転も含めた検討を将来
的課題とし、当面併存を許容して整備を進めます。
7. 史跡の環境維持と活用のため、一元的な管理運
営組織の設置をめざします。
8. 市民参画を促進する史跡の保存・利活用を行い
ます。
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ご

案 内 鳥取城フォーラム

文化財課
中 村 英 夫課長

解体される前の鳥取城の大手筋
（現・鳥取西高校への道筋）


